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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第１区分
【発行日】平成28年11月17日(2016.11.17)

【公開番号】特開2015-21465(P2015-21465A)
【公開日】平成27年2月2日(2015.2.2)
【年通号数】公開・登録公報2015-007
【出願番号】特願2013-151790(P2013-151790)
【国際特許分類】
   Ｆ０２Ｃ   9/50     (2006.01)
   Ｆ０２Ｃ   3/22     (2006.01)
   Ｆ０２Ｃ   3/30     (2006.01)
   Ｆ０２Ｃ   7/22     (2006.01)
   Ｆ０２Ｃ   9/28     (2006.01)
   Ｆ０２Ｃ   9/40     (2006.01)
   Ｆ０１Ｄ  25/32     (2006.01)
   Ｆ０１Ｄ  25/00     (2006.01)
   Ｆ２３Ｒ   3/00     (2006.01)
   Ｆ０２Ｃ   7/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ０２Ｃ    9/50     　　　　
   Ｆ０２Ｃ    3/22     　　　　
   Ｆ０２Ｃ    3/30     　　　Ｄ
   Ｆ０２Ｃ    7/22     　　　Ｂ
   Ｆ０２Ｃ    9/28     　　　Ｃ
   Ｆ０２Ｃ    9/40     　　　Ｂ
   Ｆ０１Ｄ   25/32     　　　Ｚ
   Ｆ０１Ｄ   25/00     　　　Ｖ
   Ｆ２３Ｒ    3/00     　　　Ｂ
   Ｆ２３Ｒ    3/00     　　　Ｅ
   Ｆ０２Ｃ    7/08     　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成28年10月3日(2016.10.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ガスタービン設備であって、
　燃料および酸化剤を燃焼させるように構成された燃焼器と、
　前記燃焼器から排出された燃焼ガスによって回動されるように構成されたタービンと、
　前記タービンから排出された燃焼ガスの一部を、前記酸化剤を供給するように構成され
た酸化剤供給管に導くように構成された燃焼ガス供給管と、
　前記酸化剤および前記燃焼ガスの一部からなる混合ガスを前記燃焼器に導くように構成
された混合ガス供給管と、
　前記燃焼ガスの他の一部を、前記タービンの作動流体として前記燃焼器に導くように構
成された作動流体供給管と、
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　前記燃焼ガスの残部を外部に排出するように構成された排出管と、
を具備する、ガスタービン設備。
【請求項２】
　前記酸化剤が、前記混合ガスの質量の１５乃至４０％を含む、請求項１に記載のガスタ
ービン設備。
【請求項３】
　前記燃焼器に供給される燃料の流量を検知するように構成された燃料流量検知部と、
　前記酸化剤供給管を流れる酸化剤の流量を検知するように構成された酸化剤流量検知部
と、
　前記酸化剤供給管を流れる酸化剤の流量を調整するように構成された酸化剤流量調整弁
と、
　前記燃料流量検知部および前記酸化剤流量検知部からの検知信号に基づいて、前記酸化
剤流量調整弁の開度を制御するように構成された制御部と、
をさらに具備する、請求項１または２に記載のガスタービン設備。
【請求項４】
　前記ガスタービン設備が、
　前記燃焼ガス供給管を流れる燃焼ガスの流量を検知するように構成された燃焼ガス流量
検知部と、
　前記燃焼ガス供給管を流れる燃焼ガスの流量を調整するように構成された燃焼ガス流量
調整弁と、
をさらに具備し、
　前記制御部が、前記酸化剤流量検知部および前記燃焼ガス流量検知部からの検知信号に
基づいて、前記燃焼ガス流量調整弁の開度を制御するように構成される、請求項３に記載
のガスタービン設備。
【請求項５】
　前記ガスタービン設備が、
　前記作動流体供給管を流れる作動流体の流量を検知するように構成された作動流体流量
検知部と、
　前記作動流体供給管を流れる作動流体の流量を調整するように構成された作動流体流量
調整弁と、
をさらに具備し、
　前記制御部が、前記燃料流量検知部、前記燃焼ガス流量検知部、および前記作動流体流
量検知部からの検知信号に基づいて、前記作動流体流量調整弁の開度を制御するように構
成される、請求項４に記載のガスタービン設備。
【請求項６】
　前記燃料が炭化水素であり、前記酸化剤が酸素である、請求項１乃至５のいずれか１項
に記載のガスタービン設備。
【請求項７】
　前記燃焼ガスが二酸化炭素である、請求項１乃至６のいずれか１項に記載のガスタービ
ン設備。
【請求項８】
　前記タービンから排出された燃焼ガスを冷却するように構成された熱交換器をさらに具
備する、請求項１乃至７のいずれか１項に記載のガスタービン設備。
【請求項９】
　前記熱交換器を通過した燃焼ガスから水蒸気を除去してドライ燃焼ガスとするように構
成された水蒸気除去器をさらに具備する、請求項８に記載のガスタービン設備。
【請求項１０】
　前記混合ガス供給管が、前記混合ガスを前記熱交換器を通じて前記燃焼器に導くように
構成される、請求項８に記載のガスタービン設備。
【請求項１１】
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　前記燃焼ガス供給管を流れる燃焼ガスの流量を調整するように構成された燃焼ガス流量
調整弁をさらに具備する、請求項１０に記載のガスタービン設備。
【請求項１２】
　前記酸化剤供給管を流れる酸化剤の流量を調整するように構成された酸化剤流量調整弁
をさらに具備する、請求項１０に記載のガスタービン設備。
【請求項１３】
　前記作動流体供給管が、前記作動流体を前記熱交換器を通じて前記燃焼器に導くように
構成される、請求項８に記載のガスタービン設備。
【請求項１４】
　前記作動流体供給管を前記熱交換器の上流に流れる作動流体の流量を調整するように構
成された作動流体流量調整弁をさらに具備する、請求項１３に記載のガスタービン設備。
【請求項１５】
　ガスタービン設備であって、
　燃料および酸化剤を燃焼させるように構成された燃焼器と、
　前記燃焼器から排出された燃焼ガスによって回動されるように構成されたタービンと、
　前記酸化剤を供給するように構成された酸化剤供給管と、
　前記タービンから排出された燃焼ガスを冷却するように構成された熱交換器と、
　前記熱交換器を通じて前記燃焼器に戻るように流れる燃焼ガスの少なくとも一部の流量
を調整するように構成された燃焼ガス流量調整弁であって、前記燃焼ガス流量調整弁は前
記熱交換器の上流に配置される、燃焼ガス流量調整弁と、
　前記熱交換器を通じて前記燃焼器に流れる酸化剤の流量を調整するように構成された酸
化剤流量調整弁であって、前記酸化剤流量調整弁は前記熱交換器の上流に配置される、酸
化剤流量調整弁と、
を具備する、ガスタービン設備。
【請求項１６】
　前記タービンから排出された燃焼ガスの一部を、前記酸化剤を供給するように構成され
た酸化剤供給管に導くように構成された燃焼ガス供給管と、
　前記酸化剤および前記燃焼ガスの一部からなる混合ガスを、前記熱交換器を通じて前記
燃焼器に導くように構成された混合ガス供給管と、
をさらに具備する、請求項１５に記載のガスタービン設備。
【請求項１７】
　前記燃焼ガス流量調整弁が前記燃焼ガス供給管に配置され、前記酸化剤流量調整弁が前
記酸化剤供給管に配置される、請求項１６に記載のガスタービン設備。
【請求項１８】
　前記燃焼ガスの他の一部を、前記タービンの作動流体として前記熱交換器を通じて前記
燃焼器に戻るように導くように構成された作動流体供給管をさらに具備する、請求項１６
または１７に記載のガスタービン設備。
【請求項１９】
　前記作動流体供給管を流れる作動流体の流量を調整するように構成された作動流体流量
調整弁であって、前記作動流体流量調整弁は前記熱交換器の上流に配置される、作動流体
流量調整弁
をさらに具備する、請求項１８に記載のガスタービン設備。
【請求項２０】
　前記燃焼器に供給される燃料の流量を検知するように構成された燃料流量検知部と、
　前記酸化剤供給管を流れる酸化剤の流量を検知するように構成された酸化剤流量検知部
と、
　前記燃料流量検知部および前記酸化剤流量検知部からの検知信号に基づいて、前記酸化
剤流量調整弁の開度を制御するように構成された制御部と、
をさらに具備する、請求項１６乃至１９のいずれか１項に記載のガスタービン設備。
【請求項２１】
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　前記ガスタービン設備が、前記燃焼ガス供給管を流れる燃焼ガスの流量を検知するよう
に構成された燃焼ガス流量検知部をさらに具備し、前記制御部が、前記酸化剤流量検知部
および前記燃焼ガス流量検知部からの検知信号に基づいて、前記燃焼ガス流量調整弁の開
度を制御するように構成される、請求項２０に記載のガスタービン設備。
【請求項２２】
　前記ガスタービン設備が、前記作動流体供給管を流れる作動流体の流量を検知するよう
に構成された作動流体流量検知部をさらに具備し、前記制御部が、前記燃料流量検知部、
前記燃焼ガス流量検知部、および前記作動流体流量検知部からの検知信号に基づいて、前
記作動流体流量調整弁の開度を制御するように構成される、請求項２１に記載のガスター
ビン設備。
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